
 理念であります「私たちが医療をする喜びは、患者さんの笑顔と満足です」を心に刻み、皆さまに安心し

 て受診できる病院をめざし最善を尽くしてまいります。今後ともご指導のほどよろしくお願い致します。

ない状態での入院でしたが、パジャマをはじめアメニティーグッズが万全であったりと環境が整

っていて不自由なく入院生活を過ごすことができました。また、院長をはじめとしスタッフ全員

の対応・笑顔がとても素晴らしい。美味しい食事も温かかったらなお良かったと思います。創立

100年を超える歴史を大切に、今後も地域社会に貢献しみんなが安心してかかれる病院にしてい

ってほしいと切に願います。

 ◎お褒めの言葉をいただき、誠にありがとうございます。職員一同、大変励みになります。今後も当院の

理事長に相談したところ、夫婦そろっての入院生活を送ることになりました。何も準備をしてい

 家内のKが体調不良により入院がきまり、自分自身も体調が思わしくないことから、鈴木病院の

 　～当院に入院されていたFさんよりお褒めの言葉をいただきました・・・～

　◎患者さんの声◎

オーバーブリッジ（本館と南館を結ぶ渡り廊下）をギャラリーとし、絵画・写真など数多

くの作品を展示しております。ご出品いただきました皆さまには、心より感謝申し上げま

す。今年は例年より期間を延長しての開催となっています。外来診療の待ち時間や入院の

気分転換に…皆さまお誘いあわせのうえ、足をお運びください。

　来年もまた素敵な作品に出会えますよう、職員一同心よりお待ち申し上げます。

　　　 第３０回患者様と職員の文化祭 開催中 !

「入院・外来患者様およびご家族と職員とのコミュニケーションを図り相互信頼を深める

こと」を大きな目的とした『患者様と職員の文化祭』。歴史も深く皆さまのご協力のもと

　　　　  （開催期間　平成２４年１０月２１日（日）～１１月１７日（土）正午まで）

今年は記念すべき３０回目を迎えることとなりました。開催期間中は、病院内の待合室や

2階応接室に展示
している作品の

数々

本館1階フロアーおよび2
階オーバーブリッジ
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  が、インフルエンザワクチンの接種が一番の予防策と言えるでしょう。とくに高齢者や乳幼児、

  持病をお持ちの方は予防接種をすることで、感染・発病の危険性を下げること、また感染した

  場合には重症化しにくいということが期待できます。

　当院では、妊婦以外のすべての希望者にインフルエンザワクチン接種を行っています。受付

医療法人社団 南浜会　鈴木病院

 　　　　　帰ったら、手洗い、うがいを忘れずに。インフルエンザ予防接種実施しています。

　年内の診察は、１２月２９日（土）までとなります。年始は、１月４日（金）からの通常診察

　　　　　 体調がおかしいなと思ったらすぐに鈴木病院へお越しください。お早目に。

〒248-0033  鎌倉市腰越1-1-1 http://www.suzuki-hp.ne.jp

　 TEL　0467-31-7651（代）

 となります。なお休診期間中（１２月３０日～１月３日）、救急患者さんはお受けいたしますが

 お薬は最低日数分の処方となりますのでご了承ください。

 　　　　　のは栗を焼き、それをつまみに焼酎！焼酎！・・・？

 　　　　　スポーツの秋、食欲の秋！食べ過ぎ飲みすぎに注意しましょう。何はともあれ、外出から

　インフルエンザは予防が大切です。日ごろからの予防策として“手洗い・うがい”も大切です

 15:00、土曜日8:30～11:30となります。接種の際は母子手帳をお持ちください。

≪インフルエンザ予防接種のご案内≫

  時間は月曜日から土曜日の8:30～11:30・13:00～16:30となります。なお、小児や中学生

  以下のワクチン接種は、水・土曜日となります。受付時間は水曜日8:30～11:30・13:00～

 束を解除できるように努めています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身体拘束は、患者さんの生活の自由を制限するこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とであり、尊厳ある生活を阻むものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当院では、患者さんの尊厳と主体性を尊重し、拘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 束を安易に正当化することなく、職員一人一人が身

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 体的、精神的弊害を理解し、身体拘束をしないケア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たは身体を保護するために拘束の必要があると思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われた場合は、身体拘束廃止推進委員を中心に検

 討を行い、本人・家族への説明同意を得て身体拘束を行うこともあります。

 その場合は、その状況について十分な観察を行い、定期的に検討・評価し、できるだけ早期に拘

  す。やかんを載せればお湯が沸き加湿器代わりに乾燥も防げ、芋を載せれば焼き芋に、とくに最高な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の実施に努めています。しかし、患者さんの生命ま

  わが家はなんと今年の冬は、石油ストーブが活躍しそうです。子供も大きくなり安心して使えそうで

　 朝晩ともめっきり寒くなってまいりました。オーバー、マフラー、手袋が恋しくなります♡

≪年末年始外来診療のお知らせ≫

★身体拘束廃止推進委員会より★

院内 委員会紹介と活動内容

外来からのお知らせ

☆編集後記☆
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